
処理方式の紹介
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●可燃ごみの処理方式●可燃ごみの処理方式

奈良市の一般廃棄物処理基本計画では、中間
処理施設の整備について、循環型社会の形成
のために、資源化を担うリサイクルセンターを含
めた、循環型社会の都市基盤としてふさわしい
エネルギー回収、マテリアル回収を総合的に行う
ことができる中間処理施設整備の必要性をうた
っています。

最新の処理技術の動向等を踏まえた焼却方式と
それ以外の可燃ごみの処理方式として、エネル
ギー回収推進施設の例を次に示します。

3



●従来型焼却技術●従来型焼却技術
【【ストーカ方式（現環境清美センターの処理方式）ストーカ方式（現環境清美センターの処理方式）】】

汚泥等の処理のために
は、高脱水・乾燥が必要
となるほか、流動物の処
理には適さないため、プ
ラスチックが多量に投入
される場合（２５％以上）
などは、溶けてストーカ
下に滴下することの対策
を講じる必要があります。

処理対象

空気とごみの接触面積
が小さいため、燃焼空気
の吹き込み量が多くなり、
排ガス量は多くなる。

排ガス

小さなバッチ炉（8時間
運転）から全連続（24時
間運転）の大型炉まで
可能。一般的な焼却処
理として導入事例多数。

適応規模
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●次世代型焼却技術●次世代型焼却技術
【【次世代型ストーカ方式次世代型ストーカ方式】】

水冷ストーカを用いるこ
とで高カロリーごみにも対
応でき、従来のストーカ
に比べ幅広いごみに対
応可能である。

処理対象

高温の富酸素空気吹き
込みと燃焼ガス循環、低
空気比運転により、排ガ
ス量は従来のストーカ方
式に比べ少なくなる。

排ガス

幅広い規模に対応可能
であるが、導入実績が少
ない。

適応規模

約１,０００℃～１,１００℃燃焼温度
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●スーパーごみ発電（参考）●スーパーごみ発電（参考）
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●灰溶融技術●灰溶融技術
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●ガス化溶融技術●ガス化溶融技術
【【シャフト炉方式シャフト炉方式】】

補助燃料としてコークス
を用いるため、ごみの持
つカロリーに関わらず処
理が可能。

処理対象

低空気比運転が可能な
ことから従来型焼却技
術に比べ少なくなる。

排ガス

２００ｔ/炉程度が最大で
あったが、近年建設の施
設では、２００ｔオーバー
の施設も散見される。

適応規模

約１,８００℃溶融温度
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●ガス化溶融技術●ガス化溶融技術
【【キルン方式キルン方式】】

基本的に可燃物のみを
処理するもので、混入物
はガス化工程で排出さ
れます。補助燃料を使
わずに熱分解・溶融する
ためには、ごみのもつカロ
リーが比較的高くなけれ
ばならない。（２,０００kcal
程度）

処理対象

低空気比運転が可能な
ことから従来型焼却技
術に比べ少なくなる。

排ガス

実績では２００ｔ/炉程度
が最大。

適応規模

約１,３００℃溶融温度
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●ガス化溶融技術●ガス化溶融技術
【【流動床方式流動床方式】】

基本的に可燃物のみを
処理するもので、混入物
はガス化工程で排出さ
れます。補助燃料を使
わずに熱分解・溶融する
ためには、ごみのもつカロ
リーが比較的高くなけれ
ばならない。（２,２００kcal
程度）

処理対象

低空気比運転が可能な
ことから従来型焼却技
術に比べ少なくなる。

排ガス

１５０ｔ/炉程度が最大で
あったが、近年建設の施
設では、２００ｔ弱の施設
も散見される。

適応規模

約１,３００℃溶融温度
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●溶融スラグの利用状況（その１）●溶融スラグの利用状況（その１）

売却（埋立）全量（他所）２３０：６０Ｈ１４ストーカ＋灰Ｋ市

売却（埋立）一部３００：７５Ｈ４ストーカ＋灰Ｉ市

埋立全量１２０：１９Ｈ１４ストーカ＋灰Ｇ組合

埋戻材（埋立）一部２３７：２０Ｈ１９ストーカ＋灰Ｈ組合

売却－（他所）４２０Ｈ１４流動ガス化Ｊ市

Ｈ８

Ｈ１２

Ｈ１４

Ｈ１９

Ｈ１１

Ｈ１３

Ｈ１２

竣工年度

－休止１６５：７ストーカ＋灰Ｌ市

埋立全量３９０：４０ストーカ＋灰Ｆ市

売却（埋立）全量２４０：３１ストーカ＋灰Ｅ組合

売却－２０６流動ガス化Ｄ組合

覆土材全量１８０：２４ストーカ＋灰Ｃ組合

委託処分一部１００：１３ストーカ＋灰Ｂ市

埋立全量３００：２０ストーカ＋灰Ａ市

スラグ用途

（一部利用）

溶融状況施設規模（ｔ）

焼却：溶融

方式自治体
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●溶融スラグの利用状況（その２）●溶融スラグの利用状況（その２）

売却全量１７０：２０Ｈ１４ストーカ＋灰Ｗ市

売却一部１,２００：６０Ｈ１２ストーカ＋灰Ｖ市

売却（埋戻材）全量４５０：２５Ｈ１０ストーカ＋灰Ｓ組合

売却（無償）全量（他所）６００：１３０Ｈ１４ストーカ＋灰Ｔ組合

無償（埋立）－（他所）３００：１２０Ｈ１９流動ガス化＋灰Ｕ組合

Ｈ１４

Ｈ１０

Ｈ１４

Ｈ１６

Ｈ１４

Ｈ１４

Ｈ７

竣工年度

売却（埋立）一部１０４：１３ストーカ＋灰Ｘ組合

売却（埋立）一部２１０：２６ストーカ＋灰Ｒ組合

埋立全量１２５：１３ストーカ＋灰Ｑ市

無償－２０７流動ガス化Ｐ市

売却－２０１シャフトガス化Ｏ市

売却（埋立）全量４０５：３６ストーカ＋灰Ｎ市

無償（埋立）一部８００：８０ストーカ＋灰Ｍ組合

スラグ用途

（一部利用）

溶融状況施設規模（ｔ）

焼却：溶融

方式自治体
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●ＲＤＦ化技術●ＲＤＦ化技術
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●炭化技術●炭化技術
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●メタン発酵技術●メタン発酵技術
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余熱利用事例の紹介



●余熱利用方策例●余熱利用方策例
利用形態設備名称利用形態設備名称

吸収式
冷凍機

アイススケート場
蒸 気
温 水

地域暖房

発電電力野菜工場
蒸 気
温 水

地域給湯

蒸 気
温 水

施設園芸
蒸 気
温 水

福祉センター冷暖房

蒸 気海水淡水化設備
蒸 気
温 水

福祉センター給湯

蒸 気
温 水

熱帯植物用温室
蒸 気
温 水

道路その他の融雪

蒸 気
温 水

動植物用温室
蒸気温水
吸収冷凍

工場・管理棟冷暖房

蒸 気
温 水

温水プール管理棟暖房
蒸 気
温 水

工場・管理棟給湯

蒸 気
温 水

温水プール
蒸 気
タービン

発電
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●余熱利用施設事例●余熱利用施設事例
【【朝日環境センター（埼玉県川口市）朝日環境センター（埼玉県川口市）】】

新エネルギー施設
太陽光発電：5ｋW
風力発電 ：3.6ｋW
太陽熱利用：真空太陽熱温水器、
採湯量400l/日
雨水利用

その他

20ｍプール、幼児プール、男女別
浴室、ジャグジー、ミストサウナ、休
憩室等

余熱利用

最大12,000KW発電能力

リサイクルショップ、リサイクル工房、
展示ホール、図書・ビデオライブラ
リー

啓発施設

100ｍ煙突高さ

平成12年度竣工年度

95ｔ/5ｈ
リサイクルプラ
ザ

140ｔ/日×3炉
＝420ｔ/日

焼却炉
処 理
能 力
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●余熱利用施設事例●余熱利用施設事例
【【クリーンパーク茂原（栃木県宇都宮市）クリーンパーク茂原（栃木県宇都宮市） 】】

茂原健康交流センター
（蝶寿コ・デ・ランネ）

余熱利用
施設

定格出力7,500kW発電能力

学習・体験・情報コーナー、
再生品展示コーナー、工
作室、研修室等

啓発施設

80ｍ煙突高さ

平成12年度竣工年度

135ｔ/5ｈ
リサイクル
プラザ

40ｔ/日×1炉灰溶融炉

130ｔ/日×3炉＝390ｔ/日焼却炉

処理
能力
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●余熱利用施設事例●余熱利用施設事例
【【クリーンパーク臨海（福岡県福岡市）クリーンパーク臨海（福岡県福岡市）】】

リサイクルプラザ（啓発のみ）その他

タラソ福岡余熱利用

最大25,000KW発電能力

リサイクル教室、修理工房、情報
コーナー、リユース品販売

啓発施設

80ｍ煙突高さ

平成12年度竣工年度

300ｔ/日×3炉＝
900ｔ/日

焼却炉
処 理
能 力
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●余熱利用施設事例●余熱利用施設事例
【【新江東清掃工場（東京都江東区）新江東清掃工場（東京都江東区）】】
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●余熱利用施設事例●余熱利用施設事例
【【新港クリーン・エネルギーセンター新港クリーン・エネルギーセンター

（千葉県千葉市）（千葉県千葉市）】】
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●余熱利用施設事例●余熱利用施設事例
【【駒岡清掃工場（北海道札幌市）駒岡清掃工場（北海道札幌市）】】
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